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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年9月22日(2011.9.22)

【公開番号】特開2010-43172(P2010-43172A)
【公開日】平成22年2月25日(2010.2.25)
【年通号数】公開・登録公報2010-008
【出願番号】特願2008-207533(P2008-207533)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  69/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/09     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  67/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  69/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/09    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  67/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年8月5日(2011.8.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂、（Ｂ）芳香族ポリエステル樹脂、（Ｃ）塩基性無機
充填材および（Ｄ）有機酸を配合してなる樹脂組成物であって、
（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂と（Ｂ）芳香族ポリエステル樹脂の合計を１００重量
％として、（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂１～９９重量％、（Ｂ）芳香族ポリエステ
ル樹脂１～９９重量％であり、（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂と（Ｂ）芳香族ポリエ
ステル樹脂の合計を１００重量部として、（Ｃ）塩基性無機充填材が２０～１５０重量部
、（Ｄ）有機酸が０．００１～５重量部からなることを特徴とする熱可塑性樹脂組成物。
【請求項２】
（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂と（Ｂ）芳香族ポリエステル樹脂とが構造周期０．０
０１～１．０μｍの両相連続構造、または粒子間距離０．００１～１μｍの分散構造を有
することを特徴とする請求項１に記載の熱可塑性樹脂組成物。
【請求項３】
（Ｄ）有機酸が無水マレイン酸、カプリル酸、カプリン酸、ラウリン酸、パルミチン酸、
ステアリン酸、アラキジン酸、および酸変性のシロキサンから選択される少なくとも１種
であることを特徴とする請求項１または２に記載の熱可塑性樹脂組成物。
【請求項４】
（Ｃ）塩基性無機充填材がタルク、マイカ、合成スメクタイト、ワラストナイトおよびチ
タン酸カリウムウィスカから選ばれる少なくとも１種であることを特徴とする請求項１～
３のいずれか１項に記載の熱可塑性樹脂組成物。
【請求項５】
更に（Ｅ）ゴム質重合体を（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂と（Ｂ）芳香族ポリエステ
ル樹脂の合計を１００重量部として、１～５０重量部配合してなることを特徴とする請求
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項１～請求項４のいずれか１項に記載の熱可塑性樹脂組成物。
【請求項６】
請求項１～５のいずれか１項に記載された熱可塑性樹脂組成物からなる成形品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　すなわち、本発明は、
（１）（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂、（Ｂ）芳香族ポリエステル樹脂、（Ｃ）塩基
性無機充填材および（Ｄ）有機酸を配合してなる樹脂組成物であって、
（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂と（Ｂ）芳香族ポリエステル樹脂の合計を１００重量
％として、（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂１～９９重量％、（Ｂ）芳香族ポリエステ
ル樹脂１～９９重量％であり、（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂と（Ｂ）芳香族ポリエ
ステル樹脂の合計を１００重量部として、（Ｃ）塩基性無機充填材が２０～２００重量部
、（Ｄ）有機酸が０．００１～５重量部からなることを特徴とする熱可塑性樹脂組成物、
（２）（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂と（Ｂ）芳香族ポリエステル樹脂とが構造周期
０．００１～１．０μｍの両相連続構造、または粒子間距離０．００１～１μｍの分散構
造を有することを特徴とする上記（１）に記載の熱可塑性樹脂組成物、
（３）（Ｄ）有機酸が無水マレイン酸、カプリル酸、カプリン酸、ラウリン酸、パルミチ
ン酸、ステアリン酸、アラキジン酸、および酸変性のシロキサンから選択される少なくと
も一種であることを特徴とする上記（１）または（２）に記載の熱可塑性樹脂組成物、
（４）（Ｃ）塩基性無機充填材がタルク、マイカ、合成スメクタイト、ワラストナイト、
チタン酸カリウムウィスカから選ばれる少なくとも１種であることを特徴とする上記（１
）～（３）のいずれかに記載の熱可塑性樹脂組成物、
（５）更に（Ｅ）ゴム質重合体を（Ａ）芳香族ポリカーボネート樹脂と（Ｂ）芳香族ポリ
エステル樹脂の合計を１００重量部として、１～５０重量部配合してなることを特徴とす
る上記（１）～（４）のいずれかに記載の熱可塑性樹脂組成物、
（６）上記（１）～（５）のいずれかに記載された熱可塑性樹脂組成物からなる成形品、
を提供するものである。
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